














諸嶽山總持寺の成立は 元亨元年（一三二一） 、瑩山紹瑾禅師（一二六八～一三二五）によっ 開かれました。そ
れは定賢権律師が能登国鳳至郡櫛比荘諸岡村（現石川県輪島市門前町）の諸岡寺観音堂および寺領・敷地の寄進によるものでした。瑩山禅師は永平寺開山道元禅師に参じ、二代孤雲懐弉の法を嗣いだ徹通義介（一二一九～一三〇九）の弟子でした。　
徹通義介は永平寺三代ですが、正元元年（一二五九）四十 歳の時、中国に渡り、宋朝禅林の修行規則や伽藍結構














永光寺とこういう位置的な関係になっています。總持寺は資料にありますように、やがて五院が成立し、変容していきます。それは五哲（五人の高弟） よる五院（普蔵院・妙高庵・洞川庵・伝法庵・如意庵）が少なくとも明徳元年（一三九〇）頃には成立し、 總持寺の運営管理に関わっているようです。また五院の住持期間は応永十五年（一四〇八）頃には三年三ヶ月でしたが、永禄四年（一五六一）から天正十五年（一五八七）の間に一年になり、 住持が交代で七十五日間總持寺の住持を勤めています。また五院の輪番住持を勤めるには、莫大な経費を必要としましたので、五院開基の寺院のみによる輪住が困難になり、輪番地寺院が設置されました。全部で三百三十九ヶ寺（普蔵院百三ヶ寺、妙高庵八十五ヶ寺、洞川庵五十一ヶ寺、伝法庵四十九ヶ寺、如意庵五十一ヶ寺）ですが、これらの輪番地寺 は全国的に散在していましたので、これは總持 教団の全国的・飛躍的発展を促進す もの した。　
このように時代とともに、總持寺は展開をしていくわけですが、その間に経済的基盤と、政治的地位も確立してい



















































すように、本末帳は、寛永九年（一六三二）から、何回も作られますが、現在總持寺の宝物殿にある『延享度曹洞宗寺院本末牒』 （関三刹・可睡斎、全二十三冊）によ と、曹洞宗寺院一万七千五百六十七ヶ寺のうち、總持寺末が一万六千百九十七ヶ寺、永平寺末が千三百七十ヶ寺、パーセントにし と 總持寺末が九十二・二％、永平 が七・八％になります。また、天明五年（一七八五）や、文化二年（一八〇五）の本末帳によりますと、九十五％以上が總持寺末になっております。これは曹洞宗教団の大部分を總持 末が占めていることを示します。　
それから（三）檀家制度の制定ですが、さきほど木村学長から、檀家を重んじなくてはいけないという話がありま
したが、江戸幕府における檀家制度の制定はキリシタン禁制が目的でした。またこれ 仏教の普遍化をまねくことになります やがてこの政策は僧侶の堕落を醸成するものでもありました。また寛永十二年（一六三五）には（四）の寺社奉行が設置され、全国寺社の支配体制が出来あがります。次に（五 学問の奨励ですが、資料にありますように、駒込吉祥寺（栴檀林）などの学寮が設置され、宗学の発展が見られますと同時に 月舟宗胡などにより 宗統復古運動が進められました。　
最後に（六）関三刹（総寧寺・龍穏寺・大中寺）の成立ですが、関三刹は、幕法（幕府の法令）布達の窓口に位置

















で碩学知識者でなければならないと うものでした。独住制移行に当たっては選挙によって行うよう 御伺いを立てています。選挙は六人 候補者によるもので、天徳院奕堂が当選し、独住第一世の住持になっています。　
ここで永平寺と總持寺の関係について述べたいと思いますが、天正末期（一五九〇年頃）から出世道場として、転





対立を一層深めるものでした。そこ 大蔵省がこの紛争を終結させるため、両本山制を骨子とした要領 ヶ条を示し、和協の盟約を締結するよう勧告しました。そこで勧告に従い協議を行った結果は盟約書十ヶ条に成文化され、明治十二年「両山 」として締結されま た。これにより多年 わた 両本山の対立抗争 一旦終止符が打たれ、教団の近代化が促進されました。 そ 後、總持寺の分離独立事件 発生しました。時間がありませんから資料を
― 16 ―
見ていただきます。　






















宗務局や全国末派寺院に、先述の總持寺焼失図と宗報を通じ 罹災の状況を報告するとともに、再建本部を芝公園の總持寺東京出張所に置き、祖地（能登門前町）再建運動を開始しています。まず總持寺直末寺院会議を開いて、再建方針や方法などを協議しています。ま 宗務局も大本山總持寺諸堂再建の告諭やそれに関する諸法規を発令し、一宗が協力して大工事の達成を期する運びになりました。再建予算は北国新聞などによりますと、 四十九万七千円でした。　
また再建についての勧募も、内務大臣の許可を得て、明治三十二年十一月五日、宗務局の大本山總持寺諸堂再建告







































月、西有禅師が退隠され、石川禅師が貫首に就任されますと、今まで沈滞していました再建事業もようやく活発化しました。それと同時に、東京移転の気運もより台頭し、新たな局面 迎えることになりますが、その賛否についての議論も一段と熱気を帯びてきました。日露戦争も終結 た翌三十九年七月十日には、永平寺貫首森田悟由禅師から鶴見移転の同意を得ましたので、七月二十六 から二 九日まで、東京芝青松寺 曹洞宗諮詢会を開き、總持寺移転について熟議 結果 東京付近 地に移転することに決定しま 。　
このような動きに対して七月二十三日、金沢にある北国新聞が、總持寺の鶴見移転をビッグニュースとして報道し



















以上の六項目を地元住民に示し、全国一宗の意嚮概ね移転に決定せる事、移転先境内 一部に充用すべき土地の譲与を申出たる者ある事（成願寺境内一万七千六百七十九坪） 、同列本山永平寺の同意を得たる事、末派諮詢会 可決を
總持寺の歴史――鶴見移転を中心として
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⑩別院に五十名の僧侶を常に置き、教育 盛大にし、尚発達 伴い僧侶 増加すること
　　
⑪適当の地所を買入れ植林 為し、 永遠の基礎を鞏固ならしむること
　　
⑫別院信徒総代は 方面の地方信徒に限ること
　　
⑬現在本山總持寺所有田畑山林は合せて反別二十一町五反一畝十六歩 別院の永遠基本財産とし、此収入部分
　　
及雑収入を以て別院の年度経常費に充て、尚毎年六百四十余円を本山より特別補助すること。
　
なお明治四十年（一九〇七）一月二十九日、信徒代表酒井嘉右衛門など六人、参与二人が連判し、石川素童貫首宛
に「
啓けいよくしょ
沃書
」 （十四ヶ条）を提出していますが、内容は北国新聞が報じた地元住民の要望書と大同小異です。また明
治四十四年（一九一一）七月、別院は祖院に改称しています。　
次に、鶴見總持寺の伽藍整備についてですが、地鎮式が明治四十年十月十七日、起工式が翌四十一年十一月七日、
移転遷祖式が四十四年十一月五日に執り行われています。また伽藍再建費や用地買収費、および別院復興費などについて、 「諸殿堂再建并土地設計」に次のようにあります。　　　
諸殿堂再建并土地設計費――百十九万二十五円三十三銭三厘
總持寺の歴史――鶴見移転を中心として
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内
　
訳
　　
諸殿堂再建費―――――八十九万八千百十二円四銭一厘
　　 　
諸殿堂作事用材 八万六千百十二円三銭六厘
　　 　
法器法具代――――――一万五千四百七 五
　　 　
土地設計敷地購入費 十九万三百二 六円二十五銭六厘
　　
別院復興費――――――三十万二千七百五十九円六銭五厘
　　 　
旧境内建設諸費――― 七万六千七百四円六銭五厘
　　 　
諸殿堂再建事務費― 二十二 四十五
　　
総
　
計―――――――――百四十九万二千七百八十四円三十九銭八厘
　
建築用の材木は飛弾国加
かすら
須良（岐阜県大野郡白川村）ヤリト谷官林・冲谷官林の払下げを受け、庄川を利用し、越
中伏木港（富山県高岡市伏木港町）から、日勝丸（二千噸）と浦潮丸により、津軽海峡を経由して横浜港に運輸、それから引舟で鶴見川を溯上し、三
みかど
角に荷下しています。三角からは現在の豊岡通りにトロッコを敷設し、工事現場ま
で運搬したよう す。　
次は大梵鐘の鋳造ですが、大梵鐘はどこで何時鋳造されたでしょうか。英文による小石川兵器廠説もありますが、
鶴見建功寺十五世枡野宏道師の日記『驢事馬事』によりますと、大正二年（一九一三）十月十九日、山内で地
ふいご
鎮祭を
行い、翌二十日午前十一時に鋳込み、午後五時半に終了したとあります。また大梵鐘の図案は、報知新聞（読売新聞）の公募により、渡辺仁の作品を採用し、鋳造師は高橋才治郎と西沢吉太郎です。また長谷川常太郎設計になる大仏様式の鐘樓も注目する必要があります。
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最後に、現在における伽藍の主要建造物一覧を掲げておきました。建造年の項におけるＭは明治、Ｔは大正、Ｓは
昭和、Ｈは平成ですが、その他関係事項も入れておきました。ご覧いただきたいと思います。なお全五十余棟のうち、十八棟は国指定登録文化財に指定されています。　
不十分ではありましたが、これで終わります。ご清聴、ありがとうございました。
　（追記）　『佐久間権蔵日記』大正三年七月十九日に「本山ニテ昨年十月大梵鐘鋳造ニ失敗セシガ、昨十八日午前一時頃ヨリ再鋳造ヲ始メ黎明頃竣工セシヨシ、昨朝当停留処ニテシレリ」とあり、また同二十三日に「本日ハ早朝（朝飯前ニ）ヨリ本山ノ荒神堂ニ坂成老師ヲ訪問シ、又十八日ニ鋳造セシ大梵鐘ヲ観覧ス、該梵鐘ハイガタノ土ヲケヅリヲリテ、実物 未タミエヌヨシ」とあります。
